
所

報

一
九
九
二
年
一
月
か
ら
一
二
月
末
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
社
会
科
学

研
究
所
の
主
要
な
活
動
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

機
構
お
よ
び
人
事

付
所
員
総
会

ω
第
五
九
回
定
例
所
員
総
会
〈
五
月
三
十
日
、
神
田
校
舎
U
A会

議
室
）議

事

ω加
藤
幸
三
郎
所
員
を
議
長
に
選
出
し
、

ω麻
島
所
長
の
挨

拶
の
あ
と
、

ω第
五
八
回
総
会
後
委
嘱
さ
れ
た
所
員
、
研
究
参
与
、
特

別
研
究
員
、
事
務
局
員
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て

ω一
九
九
一
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
が
ゑ
認
さ
れ
る
と
と
も

に
、
各
グ
ル
ー
プ
研
究
か
ら
提
出
さ
れ
た
研
究
経
過
報
告
書
（
春
の
総

会
で
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
）
が
回
覧
さ
れ
、
同
一
九
九
二
年

度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
実
行
予
算
案
が
原
案
通
り
に
承
認
決
定
さ
れ

た。

ζ

の
結
果
、
本
年
度
は
研
究
助
成
に
関
し
て
は
個
人
研
究
四
件
、

新
規
グ
ル
ー
プ
研
究
二
件
の
助
成
が
象
認
さ
れ
、
ま
た
従
来
通
り
夏
・

春
二
回
の
合
宿
・
集
中
研
究
会
が
実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
ま
た

．本
年
度
は
、
「
社
会
科
学
研
究
所
四

O
年
史
」
の
編
纂
に
対
し
て
、
大

学
か
ら
一
四

O
万
円
の
特
別
補
助
を
受
け
る
乙
と
に
な
っ
た
。
討
議
の

な
か
で
、
グ
ル
ー
プ
研
究
の
メ
ン
バ
ー
構
成
の
あ
り
方
（
在
外
・
圏
内

研
究
で
留
学
中
の
者
の
取
り
扱
い
）
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
乙
れ
に
つ

い
て
は
、
四
月
一
日
時
点
で
在
外
・
国
内
研
究
で
留
学
中
の
者
は
グ
ル

ー
プ
研
究
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
乙
と
は
で
き
な
い
と
の
事
務
局
提
案
が

了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
規
定
や
内
線
類
の
整
理
、
購
入
希
望
図
書
の
取

り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
も
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
、
今
後
事
務
局
で

検
討
す
る
と
と
に
な
っ
た
。

ω
第
六
十
固
定
例
所
員
総
会
（
一
二
月
五
日
、
生
田
校
舎
第
七
会

議
室
）議

事

ω宮
坂
宏
所
員
を
議
長
に
選
出
し
、

ω麻
島
所
長
の
挨
拶
の

あ
と
、

ω第
五
九
回
総
会
後
委
嘱
さ
れ
た
所
員
、
事
務
局
員
の
紹
介
が

あ
り
、
続
い
て

ω一
九
九
二
年
度
事
業
経
過
報
告
な
ら
び
に
実
行
予
算

経
過
報
告
、
事
務
局
活
動
報
告
が
承
認
容
れ
、
制
一
九
九
三
年
度
事
業

計
画
案
な
ら
び
に
要
求
予
算
案
が
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
た
。
乙
の

結
果
、
所
外
か
ら
の
『
月
報
』
へ
の
原
稿
の
持
込
み
は
原
則
と
し
て
認

め
な
い
乙
と
と
な
っ
た
。
ま
た
春
に
予
定
し
て
い
る
合
宿
・
集
中
研
究

会
に
つ
い
て
は
、
九
三
年
三
月
一
五
日
J
一
九
日
に
か
け
て
緯
国
企
業

（
三
星
電
子
、
浦
項
製
鉄
、
現
代
自
動
車
他
〉
現
地
調
査
と
し
て
実
施

さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
討
議
の
な
か
で
、
雑
誌
の
購
入
の
あ

り
方
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
促
進
に
関
し
て
発
言
が
あ
り
、
さ
ら
に

社
研
全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
活
発
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
た
。
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通
常
の
議
事
に
つ
い
て
の
審
議
が
終
了
し
た
後
、
次
期
の
所
長
、
事

務
局
長
、
会
計
監
査
委
員
と
三
部
長
の
選
出
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
所
長
に
は
麻
島
昭
一
一
視
所
長
、
事
務
局
長
に
は
高
橋
祐
吉
現
事
務

局
長
が
、
ま
た
三
部
長
に
は
玉
垣
良
典
（
第
一

H
総
合
理
論
部
門
）
、
加

藤
佑
治
〈
第
二
H
現
状
部
門
）
、
加
藤
幸
三
郎
（
第
一
二
H
歴
史
部
門
）

の
三
現
部
長
が
再
選
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
計
監
査
委
員
に
は
水
川
倫
所

員
が
選
出
さ
れ
た
。

口

運
営
委
員
会

・
事
務
局
の
構
成

、

ω
一
九
九
二
年
度
の
運
営
委
員
は
、
所
長
麻
島
昭
一
所
員
、
事
務

局
長
高
橋
祐
吉
所
員
、
第
一
部
長
玉
垣
良
典
所
員
、
第
二
部
長
加
藤
佑

治
所
員
、
第
三
部
長
加
藤
幸
三
郎
所
員
（
以
上
第
五
六
回
総
会
で
選

出
〉
、
経
済
学
部
長
西
岡
幸
泰
所
員
、
前
事
務
局
長
泉
武
夫
所
員
の
ほ

か
に
、
常
行
敏
夫
所
員
（
経
済
学
部
〉
、
古
川
純
所
員
〈
法
学
部
）
、
伊

東
洋
三
所
員
〈
経
営
学
部
〉
、
大
西
勝
明
所
員
（
商
学
部
）
、
柴
田
弘
捷

所
員
（
文
学
部
）
の
一
二
所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ω
事
務
局
は
、
麻
島
所
長
、
高
橋
事
務
局
長
、
野
口
旭
所
員
、
西

村
弘
所
員
（
一

O
月
一
日
付
け
で
浅
見
和
彦
所
員
と
交
代
）
〈
以
上
財

政
担
当
）
、
池
本
正
純
所
員
、
室
弁
義
雄
所
員
、
川
村
晃
正
所
員
、
毛

塚
勝
利
所
員
、
福
島
義
和
所
員
（
九
月
か
ら
在
外
留
学
）
ハ
以
上
研
究

会
担
当
）
、
石
塚
良
次
所
員
、
鈴
木
直
次
所
員
、
加
藤
浩
平
所
員
、
広

瀬
裕
子
所
員
〈
以
上
編
集
担
当
〉
、
村
上
俊
介
所
員
ハ
文
献
資
料
担
当
）
、

吉
田
雅
明
所
員
（
パ
ソ
コ
ン
担
当
）
の
一
五
所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

'-

て
い
る
。

白

所
員
、
研
究
参
与
等
の
移
動
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ω
所
員
田
口
文
夫
氏
ハ
法
学
部
〉
に
四
月
一
日
付
け
で
、
笠
原

伸
一
郎
（
経
営
学
部
）
、
北
川
隆
吉
ハ
文
学
部
）
、
皆
川
勇
一
（
文
学
部
〉
、

矢
吹
芳
洋
（
経
済
学
部
）
の
四
氏
に
五
月
一
日
付
け
で
、
大
倉
正
典

（
経
済
学
部
）
、
大
橋
英
夫
（
経
済
学
部
）
の
ニ
氏
に
七
月
九
日
付
け

で
、
そ
れ
ぞ
れ
速
営
委
員
会
の
議
を
経
て
所
員
を
委
嶋
し
た
。

ω
研
究
怠
与
小
林
直
樹
、
佐
々
木
金
三
、
高
柳
信
一
、
福
島
新

吾
の
四
前
所
員
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
五
月
一
日
付
け
で
研
究

怠
与
を
委
嘱
し
た
。

ω
特
別
研
究
員
高
梨
健
司
（
専
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
）
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
五
月
一
日
付
け
で
引
き
続

き
特
別
研
究
員
を
委
嘱
し
た
。
矢
吹
芳
洋
氏
に
五
月
一
日
付
け
で
所
員

を
委
嘱
し
た
た
め
、
同
日
付
け
で
特
別
研
究
員
を
解
嘱
し
た
。

以
上
に
よ
り
、
第
六

O
固
定
例
所
員
総
会
時
点
に
お
け
る
所
員
は
一

三
九
名
、
研
究
参
与
は
一
九
名
、
所
外
研
究
員
は
七
名
、
特
別
研
究
員

は
一
名
と
な
っ
た
。

研
究
調
査
活
動

付

定
例
研
究
会

"・ 



報

口

所

）
 

－
 

（
 
六
月
一
二
日
〈
金
）
一
六
時
二

O
分
J
生
田
社
研

テ
！
？
「
統
一
後
ド
イ
ツ
の
印
象
」

報
告
者
八
林
秀
一
所
員

七
月
四
日
h
土
〉
一
五
時
J
神
田
社
研

テ
ー
マ
「
地
域
産
業
政
策
の
現
代
的
課
題
」

報
告
者
徳
田
賢
二
所
長

討
論
者
黒
田
彰
三
所
員
、
福
島
義
和
所
員

一
O
月
三
日
〈
土
）
一
五
時
J
神
田
社
研

《
室
井
義
雄
著
『
連
合
ア
フ
リ
カ
会
社
の
歴
史
l
一
八
七
九

t

一
九
七
九
年
』
合
評
会
》

評
者
中
村
弘
光
氏
（
八
千
代
国
際
大
学
教
授
）

一
一
月
二
八
日
（
土
）
一
四
時
J
生
聞
社
研

テ
！
？
「
日
本
の
行
政
指
導
」

報
告
者
新
藤
宗
幸
氏
（
立
教
大
学
教
授
）

討
論
者
鶴
田
俊
正
所
員
、
平
田
和
一
所
員

一
二
月
一
九
日
（
土
〉
一
五
時
J
神
田
社
研

テ
！
？
「
日
本
の
戦
後
補
償
問
題
の
総
合
的
検
討
」

報
告
者
田
中
宏
氏
〈
愛
知
県
立
大
学
教
授
）

。
グ
ル
ー
プ
研
究
「
戦
後
補
償
研
究
会
」
と
の
共
催

(2) (3) 仏）(5) 

合
宿
・
集
中
研
究
会

）
 

唱

A（
 
春
期
合
宿
・
集
中
研
究
会
〈
三
月
一
一
日

t
一
二
日
）

三
月
一
一
日
（
水
）
一
四
時
J
箱
根
水
明
荘
会
議
室

(2) 

「
社
会
科
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ー
ー
戦
後
初
期
の
私

の
体
験
｜
｜
」

報
告
者
福
島
新
吾
所
員

・

評
者
佐
々
木
金
三
所
員
、
玉
垣
良
典
所
員

司
会
士
ロ
湾
芳
樹
所
員

夏
期
合
宿
・
集
中
研
究
会
（
七
月
二
六
日
J
二
七
日
）

七
月
二
六
日
〈
臼
）
一
三
時

t
豊
橋
市
第
一
ホ
テ
ル
会
議
室

テ
！
？
「
自
動
車
産
業
の
一
一
一
世
紀
戦
略
に
つ
い
て
」

報
告
者

ω荻
原
太
郎
氏
〈
日
産
自
動
車
N
T
C技
術
開
発
企

画
課
長
）
「
一
二
世
紀
へ
の
自
動
車
産
業
の
戦
略
」

ω宮
崎
信
二
氏
（
名
城
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授
）

「
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
調
査
報
告
の
紹
介
」

ω佐
藤
義
信
氏
（
名
古
屋
大
学
教
養
部
教
授
）

「
日
本
自
動
車
企
業
の
ア
メ
リ
カ
現
地
生
産
の
現
状

と
諸
問
題
」

七
月
二
七
日
（
月
）
九
時
三

O
分

t
ト
ヨ
タ
自
動
車
国
原
工
場

見
学

テ

てE’

国

合
同
研
究
会

一
月
一
八
日
〈
土
）
一
四
時

t神
田
校
舎
ゼ
ミ
三
二
教
室

テ
！
？
「
P
K
O協
力
法
案
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者
石
村
修
所
員

森
川
幸
一
所
員
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司

会

古

川

純

所

員

。
法
学
研
究
所
、
経
営
研
究
所
、
人
文
科
学
研
究
所
、
商
学
研

究
所
と
の
共
催

グ
ル
ー
プ
研
究
助
成

一
九
九
二
年
度
は
左
記
の
五
件
（

ω
J刷
）
を
継
続
し
て
助
成
し
た

ほ
か
、
新
た
に
二
件
（
仙
w
j例
〉
を
助
成
し
た
。
助
成
額
は
一
件
あ
た

り
五

O
万
円
と
し
た
。
な
お
、
研
究
助
成
A
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
一
人
以
上
の
所
員
が
当
グ
ル
ー
プ
が
定
め
た
共
通

テ
！
？
に
関
連
す
る
個
別
テ
l
マ
で
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承

認
し
た
公
表
誌
に
、
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
「
一
九
三

0
1
一
九
五

0
年
代
の
思
想
的
・
文
化
的
・
政
治
的

研
究
」
（
九
0
年
度
発
足
）

（
祭
沢
〈
責
〉
・
大
谷
・
佐
藤
（
恭
）
広
瀬
・
伊
吹
・
蔭
山
・

深
沢
の
七
所
員
）

「
金
融
自
由
化
と
金
融
再
編
成
」
ハ
九
一
年
度
発
足
以
下
同

じ〉（
吉
田
ハ
震
）
ハ
責
〉
・
熊
野
・
加
藤
ハ
幸
）
・
加
藤
ハ
佑
）

・
福
島
（
義
〉
・
弁
上
・
野
口
・
池
本
の
八
所
員
）

「
日
・
米
・
欧
に
お
け
る
企
業
行
動
の
研
究
」

〈
大
西
〈
責
〉
・
黒
川
・
伊
吹
・
赤
羽
・
桝
・
伊
藤
〈
不
）
の

六
所
員
）

「
現
代
社
会
の
学
問
的
課
題
」

伺(2) (3) ω） 

(5) 

（
内
田
〈
責
〉
・
高
橋
・
漂
野
・
石
塚
・
村
上
・
矢
吹
の
六
所

員）「
地
域
社
会
の
比
較
研
究
」

（
米
地
〈
責
〉
・
柴
田
・
宇
都
・
広
回
・
嶋
根
治
五
所
員
〉

「九
0
年
代
日
本
の
産
業
構
造
」
〈
九
二
年
度
発
足
以
下
同

じ）（
水
川
〈
責
〉
・
泉
（
武

γ
大
西
・
加
藤
（
佑
）
・
二
瓶
・
野
口

．
溝
田
・
矢
吹
（
満
）
の
八
所
員
）

「
国
家
の
戦
争
責
任
と
補
償
｜
と
く
に
戦
後
補
償
に
つ
い
て
」

〈
石
村
〈
責
〉
・
隅
野
・
古
川
・
平
田
・
森
川
・
内
藤
・
矢
吹

ハ
芳
）
・
大
谷
の
八
所
員
）
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(6) (7) 伺

個
人
研
究
助
成

一
九
九
二
年
度
は
左
記
の
四
件
を
助
成
し
た
。
助
成
額
は
一
件
あ
た

り
一
五
万
円
と
し
た
。
な
お
個
人
研
究
助
成
に
対
し
て
は
、
原
則
と
し

て
交
付
年
度
よ
り
起
算
し
て
三
年
以
内
に
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は

承
認
し
た
公
表
誌
に
、
そ
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て

，
 

、る。ω
柴
田
弘
捷
所
員
「
地
方
工
場
の
生
産
シ
ス
テ
ム
の
変
化
と
労
務

管
理
の
変
容
」

ω
内
藤
光
博
所
員
「
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
l
ル
憲
法
に
お
け
る
プ
レ

ス
の
自
由
と
編
集
者
法
の
研
究
」

ω
浅
見
和
彦
所
員
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
般
労
働
組
合
の
組
織



と
機
能
に
関
す
る
研
究

｜
｜
運
輸
一
般
労
働
組
合
を
中
心
に
｜
｜

青
木
信
治
所
員
「
外
国
人
単
純
労
働
者
の
政
治
経
済
的
問
題
」

ω） 

『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』
の
刊
行

報

一
九
九
二
年
に
三
四
三
号
か
ら
三
五
四
号
ま
で
を
刊
行
し
た
。

三
四
三
号
三
九
九
二
年
一
月
）

池
田
博
行
研
究
怠
与
「
ク
1
パ
共
和
国
の
鉄
道
建
設
史
｜
地
域
の
不

均
等
発
展
が
鉄
道
建
設
を
不
具
化
す
る
｜
」

三
四
四
号
（
一
九
九
二
年
二
月
〉

森
川
幸
一
所
員
「
ポ
ス
ト
冷
戦
と
P
K
O」
・

石
村
修
所
員
「
『
P
K
O協
ガ
法
案
』
を
憲
法
学
か
ら
み
る
」

三
四
五
号
（
一
九
九
二
年
三
月
）

三
輪
芳
郎
研
究
怠
与
「
昭
和
史
の
一
断
面
（
下
）
」

三
四
六
号
ご
九
九
二
年
四
月
）

作
間
逸
雄
所
員
「
S
N
A改
訂
草
案
を
読
む
」

三
四
七
号
（
一
九
九
二
年
五
月
）

宮
坂
宏
所
員
、
金
光
旭
訳
「
中
華
人
民
共
和
国
未
成
年
者
保
護
法
に

つ
い
て
」

三
四
八
号
（
一
九
九
二
年
六
月
）

吉
国
雅
明
所
員
「
プ
ロ
セ
ス
集
積
体
系
と
い
う
思
想
」

三
四
九
号
三
九
九
二
年
七
月
）

所

玉
垣
良
典
、
栗
木
安
延
所
員
コ
ニ
輸
芳
郎
編
『
現
代
日
本
の
産
業
構

造
』
を
め
ぐ
っ
て
」

三
五

O
号
（
一
九
九
二
年
八
月
）

上
林
千
恵
子
氏
〈
江
戸
川
大
学
）
、
岡
伸
一
氏
（
大
分
大
学
）
、
宮
島

喬
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
「
外
国
人
労
働
者
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム」

三
五
一
号
（
一
九
九
二
年
九
月
）

池
田
惇
行
研
究
怠
与
「
ク
l
パ
国
の
鉄
道
建
設
史
制
｜
新
植
民
地
体

制
下
の
鉄
道
l
」

三
五
二
号
（
一
九
九
二
年
一

O
月）

宮
坂
宏
所
員
「
中
華
人
民
共
和
国
女
性
権
益
保
障
法
に
つ
い
て
」

三
五
三
号
（
一
九
九
二
年
一
一
月
）

森
宏
所
員
「
ニ
ュ

l
・
ジ
ラ
ン
ド
で
感
じ
た
乙
と
」

肘

三
五
四
号
〈
一
九
九
二
年
一
二
月
）

石
塚
良
次
所
員
「
標
準
商
品
論
と
転
形
問
題
の
位
相
l
ス
ラ
ッ
フ
ァ

と
マ
ル
ク
ス
の
交
錯
｜
」

四

そ
の
他
の
活
動

←ぅ

「
社
会
科
学
研
究
所
四

O
年
史
」
の
作
成

研
究
所
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
四

O
年
が
経
過
し
た
の
で
、
記
念
事
業

と
し
て
「
社
会
科
学
研
究
所
四

O
年
史
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
乙
れ
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ま
で
に
、
研
究
所
内
外
の
既
存
資
料
を
収
集
・
整
理
し
二
回
の
座
談
会

（
第
一
回
六
月
二
二
日
、
第
二
回
六
月
二
九
日
）
を
開
催
し
、
所
員
へ

の
寄
稿
を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、
一
九
九
二
年
度
中
の
刊
行
を
め
ざ
し

て
準
備
を
す
す
め
た
。
な
お
、
本
事
業
に
関
し
て
は
大
学
か
ら
一
四
O

万
円
の
特
別
補
助
を
受
け
る
乙
と
が
で
き
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

口

文
献
、
資
料
の
収
集
と
整
理

文
献
、
資
料
の
収
集

所
員
の
希
望
を
も
と
に
統
計
資
料
を
中
心
と
し
た
文
献
、
資
料

の
購
入
と
収
集
を
行
っ
た
。
以
下
購
入
し
た
も
の
の
一
例
を
掲
げ

て
お
く
。

①
去
、
『
宮
、
口
百
四
国
〉
己
由
回
。
ご
r
自
宅
O

ユ円】
J
由
吾
。
。
自
問

5
Zロm
－a

関
門
田
・
岡
市
甲
由

N
・

②

Z
2句
目
白
ロ
匂
M
Y
＼
自
・
玄
己
伺
白
骨
柑
柑
同
曲
－
・
ハ
色
ω－
y
a
aJ『

rzod弓

同
M

白
石

E
g
o－n
H
5
2門
司

a
g
s
a
g品
目
ロ
白
号
、

ω
g
r－

E
S（宮
R
E
F－－白
P

C
烈）

③
「
日
本
大
地
図
帳
」
（
平
凡
社
〉
、
「
世
界
大
地
図
帳
」
（
同
）

例
文
献
、
資
料
の
整
理

文
献
整
理
は
六
月
以
来
計
六
回
行
っ
た
。
製
本
は
三
輪
芳
郎
前
所
長

に
よ
る
寄
贈
図
書
の
製
本
を
終
え
、
さ
ら
に
従
来
の
定
期
刊
行
物
の
製

本
を
行
っ
た
。

）
 

’A
 

（
 

国

。
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用

ω
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
品
ア
の
購
入

①
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
日
開

E
。
Z
お
品
。
同
〈
本
体
）
、
の

mmmg
（デ

イ
ス
プ
レ
イ
〉
切
』
曲
目
。
』
〈
プ
リ
ン
タ
）
、

F
Z
O
a－切
M
A
S
E
〈
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
〉

②
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
日
号

ω
0
2
4
2
z
o
o巧
ωω
・O
K
F

仏
国
〉
の
開

〈
同
ハ
ハ
イ
レ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
対
応
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
で

F
r
a
u
R
r
ハ者－

z
u。
当
ω

用
画
面
焼
き
付
き
防
止
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
〉

ω
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
環
境
の
整
備

冨
ωt4
2
2
0。
者

ω
の
導
入
に
と
も
な
い
関
連
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
を

は
じ
め
と
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
環
境
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。
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